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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】令和1年5月23日(2019.5.23)

【公表番号】特表2018-513325(P2018-513325A)
【公表日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2018-019
【出願番号】特願2017-554297(P2017-554297)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｄ   7/02     (2006.01)
   Ｂ０６Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｂ０６Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０２Ｎ   2/04     (2006.01)
   Ｆ１６Ｄ   1/033    (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｄ    7/02     　　　Ａ
   Ｂ０６Ｂ    1/06     　　　Ｚ
   Ｂ０６Ｂ    1/04     　　　Ｚ
   Ｈ０２Ｎ    2/04     　　　　
   Ｆ１６Ｄ    1/033    ２００　
   Ｆ１６Ｈ   15/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月11日(2019.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元構造の第１の方向に沿うウェーブを有するウェーブ形状を形成するよう、二次元
構造の第１の方向における圧縮時にプレストレスが加えられる部分を少なくとも有する、
二次元構造と、
　前記ウェーブ形状の前記ウェーブと接触して配置される出力部と、
　前記ウェーブを前記第１の方向に沿って伝搬させて前記出力部を前記二次元構造に対し
て移動させるように配置されるウェーブ伝搬体とを含み、
　前記出力部及び前記二次元構造は、互いに対して移動可能に配置される、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項２】
　前記出力部は、第１の出力部材と、第２の出力部材とを含み、前記ウェーブ形状は、前
記第１の出力部材と前記第２の出力部材との間に拘束される、請求項１に記載のウェーブ
アクチュエータ。
【請求項３】
　請求項２に記載のウェーブアクチュエータであって、
　（Ａ）前記第１の出力部材は、前記第２の出力部材に剛的に接続されること、
　（Ｂ）前記ウェーブ形状は、前記出力部材の間で圧縮されて、前記第１の出力部材の上
の２つ又はそれよりも多くの接触パッチと、前記第２の出力部材の上の等しい数の接触パ
ッチとを創り出すること、及び
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　（Ｃ）前記ウェーブ形状は、前記出力部材の間で圧縮されて、前記第１の出力部材の上
の２つ又はそれよりも多くの接触パッチと、前記第２の出力部材の上の等しい数の接触パ
ッチとを創り出し、前記第１の出力部材及び前記第２の出力部材は、前記二次元構造の平
坦化された部分を創り出すよう、十分な接触圧力で前記ウェーブ形状を圧縮し、前記二次
元構造は、前記平坦化された部分で、前記第１の出力部材及び前記第２の出力部材と接触
すること
　のうちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項４】
　基準部材を更に含み、前記ウェーブ形状は、前記出力部と前記基準部材との間に拘束さ
れる、請求項１に記載のウェーブアクチュエータ。
【請求項５】
　請求項４に記載のウェーブアクチュエータであって、
　（Ｄ）前記ウェーブ形状は、前記出力部材と接触する第１の接触面と、前記基準部材と
接触する第２の接触面とを含み、前記接触面の一方は、前記二次元構造に対して概ね垂直
な方向にオフセットさせられて、当該ウェーブアクチュエータに前記出力部材を前記基準
部材に対して異なって移動させること、及び
　（Ｅ）前記ウェーブ形状は、前記出力部材と接触する第１の接触面と、前記基準部材と
接触する第２の接触面とを含み、前記接触面の一方は、前記二次元構造に対して概ね垂直
な方向にオフセットさせられて、当該ウェーブアクチュエータに前記出力部材を前記基準
部材に対して異なって移動させ、当該ウェーブアクチュエータは、前記二次元構造に対し
て概ね垂直な方向にオフセットさせられる前記接触面の前記一方にスロットを更に含むこ
と
　のうちの１つを更に含む、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちの何れか１項に記載のウェーブアクチュエータであって、
　（Ｆ）前記ウェーブ伝搬体は、前記二次元構造に取り付けられ且つ前記第１の方向に対
して概ね垂直に前記二次元構造内で整列させられる、ピエゾアクチュエータを含むこと、
　（Ｇ）前記ウェーブ伝搬体は、電磁石を含むこと、
　（Ｈ）前記ウェーブ伝搬体は、電磁石を含み、該電磁石は、前記二次元構造を引き付け
るように構成されること、
　（Ｉ）前記ウェーブ伝搬体は、電磁石を含み、該電磁石は、永久磁石を引き付け或いは
反発するように構成されること、
　（Ｊ）前記ウェーブ伝搬体は、電磁石を含み、該電磁石は、永久磁石を引き付け或いは
反発するように構成され、前記電磁石は、前記二次元構造に取り付けられること、
　（Ｋ）前記ウェーブ伝搬体は、電磁石を含み、該電磁石は、永久磁石を引き付け或いは
反発するように構成され、前記永久磁石は、前記二次元構造に取り付けられること
　のうちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちの何れか１項に記載のウェーブアクチュエータであって、
　（Ｌ）前記出力部は、前記ウェーブ形状の前記ウェーブと摩擦接触すること、
　（Ｍ）前記出力部は、前記ウェーブ形状の前記ウェーブとギア接触すること、
　（Ｎ）前記出力部は、前記ウェーブ形状の前記ウェーブとギア接触し、前記二次元構造
は、前記出力部との接触の前に増大した歯先端ピッチを創成するよう広がる軸方向に伸ば
された歯を更に含むこと、
　（Ｏ）前記出力部は、前記ウェーブ形状の前記ウェーブとギア接触し、前記歯は、前記
二次元構造の両側にあり、前記二次元構造の一方の側にある前記歯は、前記二次元構造の
他の側にある前記歯よりも、前記二次元構造に対して概ね垂直な方向においてより長いこ
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と、
　（Ｐ）前記ディスク及び前記出力部の各々において概ね前記第１の方向に延びる溝、
　（Ｑ）前記ディスク及び前記出力部の各々において概ね前記第１の方向に延びる溝であ
って、前記溝は、前記出力部に対する前記ディスクの荷重の結果として前記接触圧力を増
大させる、角度付けられた形状を有すること、
　（Ｒ）前記二次元構造は、金属を含み、前記二次元構造は、前記出力部をポリマとポリ
マとの間のインターフェースと接触させること、
　（Ｓ）前記二次元構造は、第１の熱膨張係数を有する第１の材料と、第２の熱膨張係数
を有する第２の材料とを含み、前記第１の熱膨張係数は、前記第２の熱膨張係数と異なり
、前記二次元構造は、第１の温度で形成され、使用中に前記二次元構造にプレストレスを
加えるよう第２の温度で用いられること、
　（Ｔ）前記二次元構造は、ニチノールを含むこと
　のうちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項８】
　前記二次元構造は、ディスクを含む、請求項１乃至７のうちの何れか１項に記載のウェ
ーブアクチュエータ。
【請求項９】
　請求項８に記載のウェーブアクチュエータであって、
　（Ｖ）前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの外径にあるリングを含み
、前記第１の方向は、円周方向であること、
　（Ｗ）前記ディスクは、環状であり、前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディ
スクの内径にあるリングを含み、前記第１の方向は、円周方向であること、
　（Ｘ）前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの外径にあるリングを含み
、前記第１の方向は、円周方向であり、前記リングは、前記リングを径方向に拘束する張
力部材によって圧縮時にプレストレスが加えられ、或いは、前記ディスクは、環状であり
、前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの内径にあるリングを含み、前記
第１の方向は、円周方向であり、前記リングは、前記リングを径方向に拘束する張力部材
によって圧縮時にプレストレスが加えられること、
　（Ｙ）前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの外径にあるリングを含み
、前記第１の方向は、円周方向であり、前記リングは、前記リングを径方向に拘束する張
力部材によって圧縮時にプレストレスが加えられ、前記張力部材は、張力状態にある概ね
径方向のスポークを含み、或いは、前記ディスクは、環状であり、前記プレストレスが加
えられる部分は、前記ディスクの内径にあるリングを含み、前記第１の方向は、円周方向
であり、前記リングは、前記リングを径方向に拘束する張力部材によって圧縮時にプレス
トレスが加えられ、前記張力部材は、張力状態にある概ね径方向のスポークを含むこと、
　（Ｚ）前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの外径にあるリングを含み
、前記第１の方向は、円周方向であり、前記リングは、前記リングを径方向に拘束する張
力部材によって圧縮時にプレストレスが加えられ、前記張力部材は、張力状態にある概ね
径方向のスポークを含み、該スポークは、前記スポーク上の圧電変換器で張力状態に置か
れ、或いは、前記ディスクは、環状であり、前記プレストレスが加えられる部分は、前記
ディスクの内径にあるリングを含み、前記第１の方向は、円周方向であり、前記リングは
、前記リングを径方向に拘束する張力部材によって圧縮時にプレストレスが加えられ、前
記張力部材は、張力状態にある概ね径方向のスポークを含み、該スポークは、前記スポー
ク上の圧電変換器で張力状態に置かれること、
　（ＡＡ）前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの外径にあるリングを含
み、前記第１の方向は、円周方向であり、前記リングは、前記リングを径方向に拘束する
張力部材によって圧縮時にプレストレスが加えられ、前記張力部材は、張力状態にある概
ね径方向のスポークを含み、該スポークは、熱収縮によって張力状態に置かれ、或いは、
前記ディスクは、環状であり、前記プレストレスが加えられる部分は、前記ディスクの内
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径にあるリングを含み、前記第１の方向は、円周方向であり、前記リングは、前記リング
を径方向に拘束する張力部材によって圧縮時にプレストレスが加えられ、前記張力部材は
、張力状態にある概ね径方向のスポークを含み、該スポークは、熱収縮によって張力状態
に置かれること、
　（ＢＢ）前記ウェーブ伝搬体は、回転可能なディスクを含むこと、
　（ＣＣ）前記ウェーブ伝搬体は、回転可能なディスクを含み、永久磁石が前記回転可能
なディスクの上に取り付けられること、
　（ＤＤ）前記ウェーブ伝搬体は、回転可能なディスクを含み、ローラが前記回転可能な
ディスクに取り付けられること、
　（ＥＥ）前記ディスクは、リングによって形成される外周を有し、前記出力部は、１つ
又はそれよりも多くのディスク又はリングを含むこと
　のうちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項１０】
　請求項１に記載のウェーブアクチュエータであって、
　（ＦＦ）前記二次元構造は、ベルトであること、
　（ＧＧ）前記二次元構造は、ベルトであり、前記プレストレスが加えられる部分は、前
記ベルトの縁に沿う縁部分を含み、該縁部分は、前記縁に対して接線方向に圧縮時にプレ
ストレスが加えられること、
　（ＨＨ）前記二次元構造は、ベルトであり、前記プレストレスが加えられる部分は、前
記ベルトの縁に沿う縁部分を含み、該縁部分は、前記縁に対して接線方向に圧縮時にプレ
ストレスが加えられ、前記縁部分は、前記縁と平行であるが前記縁からオフセットさせら
れた前記ベルトの部分に前記縁と平行な圧縮力を適用する張力部材によって、圧縮時にプ
レストレスが加えられること、
　（ＩＩ）前記二次元構造は、ベルトであり、前記プレストレスが加えられる部分は、前
記ベルトの縁に沿う縁部分を含み、該縁部分は、前記縁に対して接線方向に圧縮時にプレ
ストレスが加えられ、前記ベルトは、前記縁と実質的に平行な第２の縁を有し、第２のウ
ェーブ形状を形成するよう前記第２の縁に対して接線方向に圧縮時にプレストレスが加え
られる第２の縁部分を含むこと、
　（ＪＪ）前記二次元構造は、円弧形状であること、
　（ＫＫ）前記二次元構造は、円弧形状であり、前記プレストレスが加えられる部分は、
前記円弧の外側縁にある縁部分であり、該縁部分は、前記縁に対して接線方向に圧縮時に
プレストレスが加えられること
　うちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　ウェーブアクチュエータ。
【請求項１１】
　前記二次元構造に亘って張力を提供する張力部材を備える、請求項１乃至７のうちの何
れか１項に記載のウェーブアクチュエータ。
【請求項１２】
　ウェーブアクチュエータを作製する方法であって、
　初期状態において円周を備えるディスクを提供すること、
　前記ディスクに亘る張力状態及び前記円周に沿う圧縮状態で前記ディスクに荷重を加え
て前記ディスクを座屈させ、ウェーブを備えるウェーブ形状を形成すること、並びに
　出力部材の間に前記ディスクを拘束することを含み、前記出力部材は、ウェーブが前記
ディスクに沿って伝搬させられるときに、前記ディスクから前記出力部材に力を伝達し得
るよう、１つ又はそれよりも多くのウェーブの頂点で前記ディスクと接触する、
　方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、
　（ＬＬ）前記出力部材は、前記ディスクの両側で前記ディスクと接触すること、
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　（ＭＭ）前記出力部材は、前記円周が圧縮時に荷重されるときから並びに前記出力部材
と接触する前に、ウェーブの数を増大させるよう、前記ディスクに対して十分な力を適用
すること、
　（ＮＮ）前記ディスク及び前記出力部材に歯を提供すること並びに前記ディスク及び前
記出力部材のそれぞれの歯を噛み合わせること、
　（ＯＯ）前記ディスクに亘る張力状態及び前記円周に沿う圧縮状態で前記ディスクに荷
重を加えることは、ディスクにリングを提供することを含み、前記ディスク及び前記リン
グは、異なる熱膨張係数の材料で作製され、前記ディスク及び前記リングを異なって膨張
又は収縮させるように設定される温度に前記ディスクを晒すこと、
　（ＰＰ）前記ディスクに亘る張力状態及び前記円周に沿う圧縮状態で前記ディスクに荷
重を加えることは、ディスクにリングを提供することを含み、前記ディスク及び前記リン
グは、異なる熱膨張係数の材料で作製され、前記ディスク及び前記リングを異なって膨張
又は収縮させるように設定される温度に前記ディスクを晒すことであって、前記ディスク
をある温度に晒すことは、前記ディスクを成形型の内に配置することを含むこと
　のうちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　方法。
【請求項１４】
　軸を有するウェーブディスクであって、円周方向の座屈効果をもたらして２つ又はそれ
よりも多くのウェーブの頂上と谷とを備える軸方向のウェーブを生成するよう、径方向の
張力状態及び外周に沿う圧縮状態に予荷重されるウェーブディスクと、
　回転する出力部材に同軸に取り付けられ、前記軸方向のウェーブの頂点に対して軸方向
に予荷重される、１つ又はそれよりも多くの出力接触リングと、
　前記ウェーブを円周方向に伝搬させて前記ウェーブディスクから前記出力部材に回転及
びトルクを付与する伝搬手段とを含む、
　トルク伝達デバイス。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のトルク伝達デバイスであって、
　（ＱＱ）前記接点上の牽引面、
　（ＲＲ）前記接点上のローブ付き表面、
　（ＳＳ）前記接点上のローブ付き表面であって、当該トルク伝達デバイスは、前記出力
部材のローブ付きリング上の噛合いローブとの完全な係合の直前に広がって離れる前記ウ
ェーブディスク上の細長いローブを更に含むこと、
　（ＴＴ）前記伝搬手段は、整流される電磁石を含むこと、
　（ＵＵ）前記伝搬手段は、ピエゾアクチュエータを含むこと
　のうちの何れか１つ又はそれよりも多くを更に含む、
　トルク伝達デバイス。
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